
美
術
展

　
問
い
合
わ
せ 

野
上
宅 
☎
57
５
０
７
０

工
芸
展

　
問
い
合
わ
せ 
川
村
宅 

☎
53
５
０
３
６

川
柳
大
会

　
問
い
合
わ
せ 

弘
兼
宅 

☎
52
７
６
１
１

短
歌
大
会

　
問
い
合
わ
せ 

赤
瀬
宅 

☎
57
３
２
０
６

市
文
化
祭

　作
品
募
集

と
　き
　

　
10
月
31
日
㈮
〜
11
月
３
日（
月・祝
）

　
10
時
〜
17
時

（
11
月
３
日（
月・祝
）は
、
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け

部
門
・
作
品
規
格

　
創
作
に
限
る
。
（
手
本
か
ら
の
模
写
は

不
可
。
市
内
展
未
発
表
の
も
の
）

○
日
本
画
・
洋
画

　
10
号
以
上
50
号
以
内
で
額
装

○
書
　

　
半
切
の
３
分
の
１
以
上
で
表
装
ま
た
は

額
装
（
タ
テ
・
ヨ
コ
明
記
）

○
写
真
　

　
Ａ
３
以
上
全
倍
（
組
写
真
は
四
つ
切
り

以
上
）
ま
で
で
、
パ
ネ
ル
張
り
ま
た
は

額
装
（
ガ
ラ
ス
不
可
）

※

　
作
品
の
裏
に
作
品
貼
り
付
け
用
紙
を

貼
り
、
展
示
用
ひ
も
を
つ
け
る
こ
と
。

出
品
点
数
　
同
一
部
門
１
人
１
点

出
品
資
格

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
の
方

（
高
校
生
以
上
）
、
市
文
化
協
会
会
員

搬
入
日

　
10
月
30
日
㈭
　
13
時
　
厳
守

搬
入
場
所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け

搬
出
日
　
11
月
３
日（
月・祝
） 

16
時
〜
17
時

※

　
作
品
の
保
全
は
、
十
分
注
意
し
ま
す

が
、
不
慮
の
災
害
に
よ
る
損
傷
に
対
し

て
は
、
そ
の
責
を
負
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　
10
月
１
日
㈬
〜
20
日
㈪
の
17
時
ま
で
に

総
合
市
民
会
館
、
大
竹
会
館
、
玖
波
・
小

方
・
栄
の
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
用
紙

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
　き

　
11
月
１
日
㈯
〜
３
日（
月・祝
）

　
10
時
〜
17
時

（
11
月
３
日（
月・祝
）は
、
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
総
合
市
民
会
館

作
品
種
目

　
工
芸
・
手
芸
の
各
分
野
で
、
個
人
が
創

造
性
を
生
か
し
、
作
り
出
し
た
も
の
。
例

え
ば
、
陶
芸
、
木
彫
、
七
宝
焼
、
手
描
友

禅
、
刺
し
ゅ
う
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
、
人

形
、
木
竹
紙
工
芸
、
染
織
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
金
工
、
漆
芸
、

そ
の
他
の
手
工
芸
な
ど
。

※

　
額
装
の
場
合
、
ガ
ラ
ス
は
極
力
避
け

　
て
く
だ
さ
い
。

出
品
点
数
　
同
一
種
目
１
人
１
点

出
品
資
格

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
の
方

（
高
校
生
以
上
）
、
市
文
化
協
会
会
員

搬
入
日
　
10
月
31
日
㈮
　
13
時

※

　
出
品
者
全
員
で
会
場
設
営
と
作
品
展

示
を
行
い
ま
す
。

搬
出
日
　
11
月
３
日（
月・祝
）　
16
時

申
し
込
み

　
10
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬
ま
で
に
、
総
合

市
民
会
館
、
大
竹
会
館
、
玖
波
・
小
方
・

栄
の
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
　き
　
11
月
16
日
㈰
　
10
時

と
こ
ろ
　
総
合
市
民
会
館

兼  

題
　
正
し
い
・
傾
く
・
ぎ
り
ぎ
り
・
計

算
・
込
め
る
・
判
断
（
１
兼
題
２
句
ま

で
）

参
加
料
　
２
、
０
０
０
円

投
句
締
め
切
り

　
11
月
16
日
㈰
　
11
時
30
分

欠
席
投
句

　
大
会
欠
席
者
の
み
　
兼
題
６
題
　

欠
席
投
句
料
　
１
、
０
０
０
円
（
郵
便
小

為
替
な
ど
で
作
品
と
一
緒
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
）

事
前
投
句
　
出
席
者
の
み
（
は
が
き
で
）

兼
　題
　
従
う
（
２
句
ま
で
）

申
し
込
み

　
事
前
投
句
、
欠
席
投
句
と
も
11
月
５
日

㈬
ま
で
に
弘
兼
秀
子
宅
（
油
見
２
丁
目
２

番
29
号
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
・
中
学
生
）

兼
　題
　
教
室
・
進
む
（
１
兼
題
に
つ
き

２
句
ま
で
）

申
し
込
み

　
９
月
20
日
㈯
ま
で
に
弘
兼
秀
子
宅
（
油

見
２
丁
目
２
番
29
号
）
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

と
　き

　
11
月
９
日
㈰
　
13
時
〜
17
時

と
こ
ろ
　
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
大
竹

作
　品
　
未
発
表
１
首
（
原
稿
用
紙
に
か

い
書
で
記
入
）

講
　師
　
廿
日
出
富
貴
子
さ
ん

参
加
料

　
１
、
０
０
０
円
（
郵
便
小
為
替
な
ど
で

作
品
と
一
緒
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
）

※

　
締
め
切
り
後
の
作
品
訂
正
は
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
作
品
末
尾
に
大
会
の
出
欠

予
定
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
９
月
13
日
㈯
ま
で
に
作
品
と
返
信
用
封
筒

（
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
82
円
切
手
を
貼
っ

た
も
の
）
を
赤
瀬
勝
昭
宅
（
黒
川
３
丁
目
４

番
６
号
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

生
涯
学
習
課 

☎
53
５
８
０
０

大
切
な
人
の
悩
み
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い

９
月
10
日
㈬
〜
16
日
㈫
は

こ
こ
ろ
の
悩
み
の
電
話
相
談

精神保健福祉相談

自 

殺 

予 

防 

週 

間

　
広
島
県
で
は
、
全
国
同
様
平
成
10
年
以

降
自
殺
者
が
急
増
し
、
毎
年
６
０
０
人
前

後
の
高
い
水
準
で
尊
い
命
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
自
殺
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
自
殺
予
防

の
第
一
歩
で
す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
殺
は
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た

末
の
死

　
多
く
の
自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思

や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
が

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
心
理
的
に
「
追

い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
と
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題

　
心
理
的
な
悩
み
を
引
き
起
こ
す
要
因
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
支

援
な
ど
に
よ
り
多
く
の
自
殺
は
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
何
ら
か
の

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

　
一
般
的
に
自
殺
者
の
多
く
は
、
た
と
え

精
神
疾
患
を
患
っ
て
い
て
も
精
神
科
医
な

ど
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
な
ど
相
談
へ

の
抵
抗
感
か
ら
問
題
も
深
刻
化
し
が
ち
で

す
。

　
一
方
で
死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
人

も
、
心
の
中
で
は
「
生
き
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
と
の
葛
藤
が
あ
り
、
不
眠
・
原
因

不
明
の
体
調
不
良
な
ど
の
サ
イ
ン
を
発
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

あ
な
た
に
で
き
る
自
殺
予
防
の
た
め

の
行
動

 

気
付
く

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て
、
声
を

か
け
る

　
「
眠
れ
て
ま
す
か
？
」
「
最
近
し
ん
ど

そ
う
だ
け
ど…

」
「
元
気
な
い
か
ら
心
配

し
て
る
よ
」

 

傾
聴

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を
傾
け
る

　
「
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
」
「
よ
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
ね
」
「
よ
く
一
人
で
頑

張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」

 

つ
な
ぐ

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す

　
心
の
病
気
や
社
会
・
経
済
的
な
問
題
な

ど
を
抱
え
て
い
る
場
合
、
医
療
機
関
な
ど

の
専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
相
談
を
受
け
た
側
も
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
上
で
、

本
人
の
気
持
ち
や
状
況
を
理
解
し
て
く
れ

る
家
族
や
友
人
な
ど
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に

協
力
を
求
め
、
連
携
し
ま
し
ょ
う
。

 

見
守
る

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と

見
守
る

　
身
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
自
然

な
雰
囲
気
で
声
を
か
け
て
、
あ
せ
ら
ず
優

し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

　　
一
人
の
死
は
周
囲
の
５
〜
６
人
に
深
刻

な
心
理
的
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
、
周

囲
へ
の
影
響
も
大
変
大
き
い
も
の
で
す
。

遺
族
の
方
の
支
援
と
し
て
自
死
遺
族
の
会

も
県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
広
島
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
８
２-
２
２
１-

４
３
４
３
（
24

時
間
年
中
無
休
）

○
こ
こ
ろ
の
電
話

　
☎
０
８
２-

８
９
２-
９
０
９
０

（
月
・
水
・
金
の
９
時
〜
12
時
、
13
時

〜
16
時
30
分
）

※

　
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
を
除
く
。

○
メ
ン
タ
ル
・
不
眠
電
話
相
談

　
☎
０
１
２
０-

２
３
０-

１
０
３
（
月

９
時
〜
13
時
、
火
〜
金
13
時
〜
17
時
）

※

　
曜
日
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
　

※

　
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
を
除
く
。

○
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
２
０-

２
７
９-

３
３
８
（
24

時
間
・
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
そ
っ
て
相

談
し
た
い
こ
と
を
選
択
）

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
相
談
（
０
３-

３
８
６

８-

３
８
１
１
）

○
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
１
２
０-

７
３
８-

５
５
６
（
毎

月
10
日
午
前
８
時
〜
翌
日
午
前
８
時
ま

で
）

○
広
島
県
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
１
２
０-

３
７
５-

５
６
８
（
毎

月
20
日
　
８
時
〜
20
時
）

○
大
竹
市
社
会
健
康
課

　
☎
59
２
１
４
０

※

　
個
人
情
報
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　気分がゆううつ、人とうまく付き合えないなど、
心の悩みの相談ができます。
と　   き　９月９日㈫
　　　　　14時～16時
と こ ろ　県西部保健所
申し込み　９月５日㈮までに県西部保健所へ。

問
い
合
わ
せ 

社
会
健
康
課 

☎
59
２
１
４
０

問い合わせ  県西部保健所 ☎０８２９32１１８１
（内線２４１２）
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